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周東図書館屋根の防水改修事業

岩 国 市

周東図書館屋根の防水改修事業

本図書館は岩国市周東町高森地区の中心部に位置 し、昭和35年 4月 の開設以来、多くの市民に利用され親 しまれ

ている。現施設は、昭和57年 7月 の新集開館から40年が経過 し、経年劣化による老朽化が進んでいる。特に近年で

は施設のいたるところで雨漏 りが発生しており、令和 4年度には特に雨漏 りの激 しかつた書庫部分については改修
を実施 したものの、開架室等市民が利用する箇所においても雨漏 りが発生していることから、今回、本事業により

残された箇所の屋上防水改修工事を実施することにより、利用環境の改善を図るとともに安全な図書館運営を実現

するものである。

交付金事業に関する主要政策・施策 :第 3次岩国市総合計画前期基本計画 (令和 5年度～令和 9年度 )
基本目標 5 豊かな心を育む教育文化のまち
施策目標 5-3 誰もが生涯学習・スポーツに親 しめる環境が整備されている
施策 5-3-1 生涯学習の推進 (1)生涯学習施設の整備・充実
目標 :生涯にわたり学び、教養を持ち続け、心豊かな暮らしを実現するために、社会情勢やニーズ等に

応 じた生涯学習施設の整備・充実や図書館における利用サービスの向上等に取り組みます。

利用者満足度80。/。

(周東図書館屋根
の防水改修工事を

行 うこと1こより、

利用者環境の改善
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る)

防水改修工事の効果を把握するため、令和 6年度 (第 1四半期)|こ周東図書館利用者ヘアンケー ト調査
を実施する。
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周東図書館屋根の防水 :

(備考)(1)事 業ごとに作成すること。
(2)番号の欄は、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。
(3)交付金事業の概要の欄は、事業内容、必要性、期待される効果等を記載すること。
(4)交付金事業に関係する市町の主要政策・施策とその目標の欄は、当該事業が関連づけられている市町の上位政策・施策と
その日標を記載すること。

(5)事業期間が複数年度にわたる事業については事業期間の設定理由を記載すること。
(6)成果目標及び成果指標の欄は、交付金事業に関係する市町の主要政策・施策とその目標を踏まえて定量的に記載すること
。当該事業の定量的評価が困難な場合には、成果目標の欄に、定性的な目標を、交付金事業の定性的な成果及び評価等の

欄に、定性的な成果及び評価を記載すること。

(7)評価年度及び評価年度の設定理由の欄は、交付金事業の内容、成果目標及び成果指標を踏まえ記載すること。
なお、交付金事業の評価に第二者機関等を活用する場合、評価年度の設定には当該機関等による評価実施時期も考慮する

こと。

(8)成果実績の欄は、評価年度に成果目標に基づき測定した数値を記載すること。ただし、評価年度が到来していない場合は、
成果実績の欄は空欄とし、評価年度に別途、報告を行 うこと。

なお、成果実績を別途報告する際に、交付金事業の評価に第二者機関等を活用する場合には、当該機関等による評価につ

いても、併せて記載すること。

(9)交付金事業の定性的な成果及び評価等の欄は、上記 (6)の定量的評価が困難な場合における定性的な成果及び評価の記載
のほか、成果実績が目標値に達しない場合の要因分析及び次年度に向けた改善点並びに評価に第二者機関等を活用した場合

には当該機関等の評価を記載すること。

(10)評価に係る第二者機関等の活用の有無の欄は、第三者機関等を活用した場合にあつては、第二者機関等の名称及び構成員等

を記載すること。

(H)交付金事業の活動指標及び活動実績の欄は、当該事業の進捗度、利用量等の活動量を記載すること。
(12)交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

(13)奢ゼ省戸蓋呈奨詫談重?畢儒憂毒象垂黎嵩生藍憲皇士交懲含戸
業の評価課室の欄は事業評価を実施した課室の名称を記載す


